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緒 言

近年成人病として脳卒中,癌,老 衰,心 臓疾患等

が重要視され,各 種の検索が試みられているが,臨

床上重要な指標となる自覚症に就いての詳細な検索

は少ない.即 ち血圧と自覚症との関係については養

老院を対象とした沖中等1) 2)の 研究があるが,こ れ

は脳神経脳動脈硬化を中心とするものであり,又 田

坂等3)は老人性疼痛のみについて述べ,神 経症状の

みについては新4)の 研究がある.従 つて広範な成人

に関する自覚症の研究はみられないので,著 者は成

人病検索に際 し自覚症と血圧との関係及び自覚症と

成人病との関係につき詳細検索 し,興 味ある所見を

えた.

研 究 方 法

岡山県下全般にわたり成人病検診を行い,年 令20

～80才代迄を対象として,成 人に最も多 くみられる

自覚症,頭 痛,め まい,耳 鳴,不 眠,夜 間尿,心 悸,

しんせん,し びれ感,肩 凝,倦 怠感,便 秘,胃 部膨

満,〓 囃,曖 気,咳 嗽,喀 痰につき厳格に予診をと

り,こ れを収縮期及び拡張期血圧別,男 女別に分類

集計した.

成人病の診断にあたつては安静時血圧測定,尿 定

性(蛋 白,糖,ウ ロヒノーゲン)身 体計〓(身 長,

体重,胸 囲)肺 活量,毛 細管脆弱度測定,胸 部レン

トゲン撮影(6×6),眼 底検査,心 電図,必 要に応

じ肝機能(高 田,グ ロス,チ モール, CCF反 応,そ

の他)内 科診察等行つた.そ の方法の詳細は第1編

に記載した通 りである.

尚血圧については収縮期,拡 張期共に正常群及び

高血圧群にわけ,更 に高血圧群を収縮期に於いて,

 150～179mmHg群, 180～209mmHg群, 210mmHg

以上群の3群 に,拡 張期では90～109mmHg群 及

び110mmHg以 上群に分類し検討を加えた.

成 績

1.自 覚症

1.1.頭 痛

表1の 如 く男26.6%に 対 し女53.5%で 男性につい

ては高血圧群に高率に認められ,そ の高度となるに

従つて多 くみられるが,女 性は血圧との関係はなく,

男性に比して非常に高率で,又 男女計では血圧との

関係は著明でない.

1.2.め まい

表2の 如 く男性16%に 対 し,女 性31.5%で,頭 痛

同様女性に2倍 多い.男 女共に正常血圧群に最も高

率に認められ,高 血圧群でにかへつて減少している.

しかしながらその高度なるものに稍 々高率にみられ

る.

1.3.耳 鳴

表3に 於ける如 く全体の29.7%に み られ男性27.6

表1　 頭 痛
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表2　 め ま い

表3　 耳 鳴

%に 対 し,女 性32.4%で 女性に多くみられる.

次 に男性では高血圧群に高率に認められ,女 性で

高血圧群と正常血圧群の間に明らかな関係はみられ

ない.男 女共に収縮期血圧180～209mmmHg群 に,

拡張期血圧では90～109mmHg群 に 最高に認めた.

1.4.不 眠

表4に みられる如 く,男 性23.8%に 対 し女性33.3

%で 女性に約1.5倍 多 くみられる,正 常血圧群より

高血圧群に於いて男性女性共に高率を示す.又 収縮

期血圧180～209mmHg群 に最高に認められる.

1.5.夜 間尿

表5に 示す如 く,男 性16.6%に 対 し,女 性21.5%

で女性に多 くみられる.

男性女性共に血圧上昇に従い高率を示し,収 縮期

血圧210mmHg以 上 群に於いては,正 常血圧群の

2倍 強の高率を示す.

年令に関 しては,そ の高令なるに従い高率を示し,

 40才 代, 50才 代, 60才 代は大体血圧上昇と平行して

増加をみるが, 70才代 に於いては高血圧と夜間尿と

の関係はみられず,全 体として高率に認められる.

表4　 不 眠

表5　 夜 間 尿
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1.6.心 悸亢進

表6に みられる如 く,男 性28.5%に 対 し女性45.6

%で,女 性に非常に多 くみられる.男 性については

高血圧群に稍々高率に認められるが,女 性では反対

に正常血圧群に高率を示す.

1.7.し んせん

表7の 如 く男性9.6%に 対 し,女 性10.6%で,女

性に稍々多 く認める.

男性女性共に高血圧群に高率に認められ,収 縮期

血圧180～209mmHg群 及 び拡 張期血圧90～109

mmHg群 に最も多 くみられる.

1.8.し びれ感

表8に みられる如 く,男 性19.7%に 対 し女性30.6

%で,女 性に1.5倍 多 くみられ,全 体の24.5%に 認

められる.又 男女性共に高血圧群に高率に認められ,

収縮期血圧180～209mmHg群 及 び拡 張期血圧

90～109mmHg群 に最高にみられる.

年 令との関係については,そ の高令となるに従い

高率に認められる. 70才代では血圧の高低と関係な

く最も高率にみられる.

1.9.肩 凝

表9に 示す如 く,男 性44.7%に 対 して,女 性69.4

%で,女 性は男性の1.5倍 である.男 女性共に高血

圧群が正常血圧群より稍々低率に認められ,全 体で

55.7%を 示 し,非 常に高率にみられる.

1.10.倦 怠感

表10の 如 く男性より女性に多数みられる.高 血圧

群では正常血圧群より低率に認める.

1.11.便 秘

表11の 如 く男性14.5%EL対 し,女 性29.4%で 約2

倍女性に多 くみられる.男 女性共に高血圧群に於い

て僅か高率に認められる.

1.12.胃 部膨満感

表12に みられる如 く,男 性20.6%,女 性24.4%で

表6　 心 悸 亢 進

表7　 し ん せ ん

表8　 し び れ 感
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表9　 肩 凝

表10　 倦 怠 感

表11　 便 秘

表12　 胃 部 膨 満 感

女性に多 くみられる.男 女性共に正常血圧群より高

血圧群に少な く,高 血圧の高度となるに従つて低率

となり,収 縮期血圧210mmHg以 上群に最低であ

る.

1.13.〓 囃

表13の 如 く,男 性8.3%に 対 し女性9.4%で,女 性

に稍々高率に認められる.又 男性の高血圧群では正

常血圧群より少 く,そ の高度となるに従い低率とな

ろ.女 性に於いては,血 圧との関係は明らかでな く,

拡張期血圧については高血圧群に高率にみられる.

1.14.曖 気

表14の 如 く,男 性7.0%に 対 し,女 性13.4%で,

約2倍 女性に多 く認められ,又 高血圧群では正常血

圧群より低率にみられる.高 血圧が高度となるに従

い減少を示す.但 し男性の拡張期血圧のみは反対傾

向を示しているが,そ の上昇率は少ない.

1.15.咳 嗽

表15に 示す如 く,男 性14.4%,女 性11.3%で 前記

諸症状と異なり男性に稍々高率に認められる.男 女

共に高血圧群に於いて,正 常血圧群より高率を示し,

収縮期血圧210mmHg以 上 群に最高に認められ,

拡張期血圧では90～109mmHg群 に最も多くみら

れる.

1.16.喀 痰

表16の 如 く男性に解 で,女 性10.9%に 対し,男

性15.6%で あ る.全 体の傾向として高度高血圧群に

多 くみられている.

2.成 人病

検診時の疾病で最も多いのは表17の如 く, ①本態

性高血圧症41.1%,つ いで②動脈硬化症37.1%, 

③心臓性疾患12.9%, ④神経痛及びロイマ8.1%, 

⑤ 胃腸炎8.0%, ⑥肝臓障碍6.1%で ある.
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表13　 〓 雑

表14　 曖 気

表15　 咳 嗽

表16　 喀 痰

表17　 血 圧 別 成 人 病
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血圧上昇に従つて増加するものは,本 態性高血圧

症,動 脈硬化症,糖 尿病であるが,前2者 程糖尿病

の増加は著明でない.

血圧上昇に従い減少するものは,心 臓性疾患,胃

腸炎,貧 血,脚 気,胃 及び十二指腸潰瘍,神 経痛及

びロイマ,喘 息である.

血圧と関係をみないものは肝障碍及び結核である.

次 に性別に分けて検討すると表18の 如 く,男 性に

高率な疾患は,本 態性高血圧症.動 脈硬化症,喘 息,

肥満,糖 尿病,胃 及び十二指腸潰瘍,結 核である.

中でも動脈硬化は男性42.4%に 対 し女性29.6%で,

男性に著明に高率である,喘 息については男性3.1

%に 対 し女性1.3%で,男 性は2倍 以上である.肥

満 も男性3.1%,女 性1.3%で,他 の疾患では男性に

稍 々多いのみである.

女性に多いのは,心 臓疾患,神 経痛及びロイマ,

神経症,胃 腸炎,脚 気,肝 障碍,貧 血である.男 性

に比較 して大差のあるのは神経症で,女 性3.1%に

対 し男性1.5%で,脚 気も女性4.2%に 対 し男性

1.2%と なつている.神 経痛及びロイマは男性につ

いては血圧の上昇に従い低率を示すが,女 性では血

圧との関係は著明でない.

表18　 男 女 別 成 人 病

註 A.収 縮 期 血 圧　 149mmHg以 下

B.　 〃　 150～179

C.　 〃　 180～209

D.　 〃　 210mmHg以 上

総 括 及 び 考 按

1.自 覚症出現率

各自覚症の出現状態を一括 してまとめると表19の

如 く,最 も多いのは肩凝で半 数以上 に認め,つ い

で倦怠,頭 痛,心 悸を4割 弱に認め,耳 鳴,不 眠,

しびれ感は3割 弱に,め まい,胃 部膨満,便 秘,夜

間尿は2割 前後に認められる.喀 痰,咳 嗽,し んせ

ん,暖 気,〓 囃は1割 前後であつた.

これ等の自覚症は若年者に於いては軽度のものは

無視又は日常生活中に忘却し自然に消失する場合も

屡々認められるが,老 年者群にあつては一度感じた

自覚症については忘却という事は少 く,愁 訴として

訴えられるため,老 年者の多い本調査群に於いでは

比較的高率に認められる.

2.血 圧上昇につれ高率を示す自覚症について

便秘,し びれ,し んせん,不 眠,夜 間尿,耳 鳴.

咳嗽である.最 も血圧との関係の明瞭なものは夜間

尿で収縮期血圧210mmHg以 上群36.8%に 対 し,

正 常血圧 群15.7%で 約2倍 の高率である.こ れら

に属するものは殆んど本態性高血圧と考えられ,長

期間の高血圧持続のために,腎 機能の低下及び細小
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動脈硬化症を招来し,加えて膀胱に於いては膀胱壁

の退行性変性により高血圧群に著明な増加をみるに

至つ先結果と考えられる.

ついでは耳鳴に於いて正常群28.7%に 対 し,収 縮

期血圧180～209mmHg群 に於いて36.8%を 認 め

る.不 眠,し んせん,し びれ感では稍々高血圧群に

多くみちれる.

尚頭痛については全体からみると血圧との関係は

認められないが,女 性のみについては正常血圧群が

高血圧群よりかえつて高率を示 している.男 性では

血圧の上昇と共に高率にみられ,正 常血圧鮮25.5%

に対し,収 縮期血圧210mmHg以 上 群に於いては

30.2%に 認 められる.笹 本5)は 種 々の時期の高血圧

に共通のものとして頭痛をとりあげているが,田 坂

等3)は高血圧者に於ける頭痛は通常血圧の状態 に関

係があるものの如 く解されているが,こ れは種々疑

わしい点があると述べている.著 者の上述の結果か

ら言つても頭痛に関しては種々の要因があり,少 く

とも女性については高血圧の症状 とは言えず,従 つ

て頭痛は必ず高血圧を現わすものとはいい難 く,又

脳卒中の危険信号ともいえない.高 血圧における場

合は他の眩暉,耳 鳴,逆 上感等の諸症状を参照 し,

習慣性頭痛と区別して考えるべきである.

3.血 圧上昇につれて低率を示す自覚症について

曖気,胃 部膨満,〓 雑,倦 怠,肩 凝で,最 も著明

なのは倦怠感で,正 常血圧群44.3%に 対 し,収 縮期

血圧210mmHg以 上群で27.9%で あ る.

消化器系の自覚症たる曖気,胃 部膨満,〓 囃は総

て高血圧群に低率をしめ している.

4.男 性 に高率に認める自覚症について

咳嗽及び喀痰で,何 れも呼吸器系の症状で共に約

3割 男性に多 く認められる.こ れは日常生活環境の

相違,活 動範囲を異にする事及び喫煙の習慣による

ものと考える.

5.女 性 に高率に認める自覚症について

耳鳴,曖 気,便 秘,し びれ,振 額,不 眠,め まい,

心悸亢進,頭 痛,倦 怠,肩 凝,胃 部膨満,〓 囃,夜

間尿等である.こ れ等のうち便秘,め まい,頭 痛は

何れも男性の2倍 に認められ,肩 凝,心 悸亢進,曖

気,し びれ,不 眠は1.5倍 の高率に認められる.

男性に比し女性は感情的情緒的で,周 囲に対 し過

敏な習慣性を持つており,こ れ等か心因的要素とな

ぬ高率の自覚症を示すと考えられ,又 更年期による

自律神経系の不均衡もその一翼と考える.夜 間尿,

倦怠感は共に約2割 高率を示 している.胃 部膨満,

しんせん.耳 鳴の男女差は僅かである.

6.収 縮期血圧180～209mmHg群 で最高に認

められる自覚症について

耳鳴,し びれ,し んせん,心 悸亢進,不 眠,便 秘

である.こ れ等は収縮期血圧210mmHg以 上群で

はかえつて減少 している.拡 張期血圧に於いても同

様で90～109mmHg群 にすべて最高で110mmHg

以上 群では減少 している.収 縮期血圧180～209

mmHg群 で は血圧動揺を示す不安定期を多 く含み,

収縮期血圧210mmHg以 上 群に於いては,高 血圧

が長年月持続 し高血圧症として完成され動揺の少な

い固定期と考える.拡 張期血圧に於いても同様で,

 90～109mmHg群 では動揺の多い不安定期を多 く含

み, 110mmHg以 上群で動揺の少い固定期と考える.

上記 自覚症については動揺期には血圧の昇降によ

る各臓器々官のそれに対応する準備態勢が充分とれ

ていず,又 心因的因子等も関与する九め自覚症を多

く見,固 定期に於いては長年月高血圧の持続 してい

るため身体条件がそれに適応し,か えつて前者より

自覚症を低率に認めるに至るものと考えられる.

7.疾 病別の検討

以上の自覚症を更に疾病別に分けて検討するため,

被検例を疾病別に分類すると,表17の 如 く本態性高

血圧症が最も多 く,次 いで動脈硬化症,心 臓性疾患,

神経痛及びロイマ,胃 腸炎,肝 臓障碍となつており,

血 圧上昇に伴ない増加する疾病は本態性高血圧症,

動脈硬化症,糖 尿病の順となり,糖 尿病は前2者 の

合併と考えられる.

先に考察した血圧上昇につれて高率にみられる自

覚症,便 秘,し びれ,し んせん,不 眠,夜 間尿,耳

鳴,咳 嗽,就 中夜間尿はこれら疾病に基因するもの

と考えるへきてあろう.一 方血圧上昇に従い減少す

るものは心臓性疾患,胃 腸炎,貧 血,脚 気,胃 及び

十二指腸潰瘍,神 経痛及びロイマ,喘 息となつてお

り,先 に考察した自覚症では曖気,胃 部膨満,〓 囃,

倦怠,肩 凝で,疾 病との関聯の深いことがわかる.

次に男性に高率な疾患は本態性高血圧症,動 脈硬

化症,喘 息,肥 満,糖 尿病,胃 及び十二指腸潰瘍,結 核

となつている.自覚症では先に検討 した如 く咳嗽,喀

痰程度で,疾 病より来る自覚症をそのまま表示して

いない.こ のことは先にものべた通り,男 性は女性

に比し自覚症を訴える割合の低い結果に外ならない.

一方女性に高率な疾患は表18の 如 く心臓性疾患,

神経痛及びロイマ,神 経症,胃 腸炎,脚 気,肝 障碍,

貧血等で就中神経症,脚 気,貧 血が注目された.こ
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の際自覚症では先に検討しれ如 く便秘,め まい,頭

痛,肩 凝,心 悸亢進,曖 気,し びれ,不 眠が高率に

みられ,以 上の疾患が自覚症を多発し易 く,又 女性

により自覚症を起 し易いこと,併 せ,興 味あるとこ

ろである.

結 論

成人病検診を行い成人に多くみられる自覚症を血

圧別,男 女別に分類 して検討を加え,次 の結果をえ

た.

① 自覚症中最も多いのは肩凝で,半 数以上に認

められ,つ いで倦怠感>頭 痛>心 悸亢進>耳 鳴>不

眠>し びれ感>め まい>胃 部膨満>便 秘>夜 間尿>

喀痰>咳 嗽>し んせん>曖 気>〓 囃の順となつてい

る.

② 血圧上昇につれて高率を示す自覚症は便秘,

しびれ感,し んせん,不 賜,夜 間尿,耳 鳴,咳 嗽で

ある.最 も著明なのは夜間尿及び耳鳴である.

③ 血圧上昇につれて低率を示す自覚症は曖気,

胃部膨満,〓 囃,倦 怠感,肩 凝で,著 明なのは倦怠

感である.消 化器系 自覚症はすべてこれに属する.

④ 性別では男性に高率にみられるのは,呼 吸器

系の咳嗽,喀 痰のみで,全 体として女性に多 く認め

る.女 性に高率を示すものは耳鳴,曖 気,便 秘,し

びれ,振 顫,不 眠,め まい,心 悸亢進,頭 痛,倦 怠

感,肩 凝,胃 部膨満,〓 囃,夜 間尿等である.中 で

も便秘,め まい,頭 痛は何れも男性の2倍 に,肩 凝,

心悸亢進,曖 気,し びれ,不 眠は1.5倍 の高率に認

められる.女 性に全体的に多くみられ るのは外界

に対する反応の相違及び更年期等によると考えられ

る.

⑤ 中等度高血圧群で最 も多 くみられる自覚症

は,耳 鳴,し びれ感,し んせん,心 悸亢進,不 眠,

便秘で,高 度高血圧群は減少をみる.即 ち中等度高

血圧群には血圧の動揺期を多 く含むため,自 覚症を

多 く認め,高 度高血圧群では血圧固定期にあるため,

自覚症が却つて減少するものと考えられる.

⑥ 被検例を疾病別に分類し,こ れら疾病と自覚

症の発生頻度との関係,更 には性別分類による以上

の検討をしてみると,自 覚症の発生には疾病と性別

の両因子が大きく作用 していることがわかる.
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3. Investigation of Diseases and Their Subjective Symptoms

By

Hiroko Date

The First Department of Internal Medicine, Okayama Universty, Medical School.
(Professor: Kiyowo Kosaka)

The subjective symptoms of the aged ware studied classifying the patients by their age 

and blood pressure. And the following results were ob tained:
1. The commonest symptom was stiff shoulder and over one half of the subjects had
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this. And the following symptoms arreared in the order given in their frequency. Fatiga
bility, headache, palpitation, tinnitus, insomnia, numbness, vertigo, stomach repletion, 

constipation, nycturia, expectoration, caughing, trembling, belching, pyrosis.
2. The following symptoms increased with age: Constipation, numbness, trembling, 

insomnia, nycturia, tinnitus, caughing. Nycturia and tinnitus were most renarkable.
3. Such symptoms as belching, stomach repletion, pc rosin, fatigability and stiff shoul

der decreased with the elevation of blood pressure, fatigability being most remarkable. The 
symptoms of digestive system came under this categary.

4. The symptoms of respiratory system were more frequent among women, caughing 

and expectoration being the only symptoms of this categorywhich were found among men. 
The following symptoms were highly frequent with women:

Tinnitns, belching, constipation, numbness: trembling, insomnia, virtigo, palpitation, 

headache, fatigability, stiff shoulder, stomach repletion, pyrosis, nycturia, etc.

Among the above, the frequency of constipation, virtigo, and headache with women 
was twice of men while that of stiff shoulder, palpitation, belching, numbness, and insomnia 
was 1.5 times. Such marked subjective symptoms with women may probably due to thier 

different reactions to the surroundings and their climacterium.

5. The symptoms most frequent with the group with systoric pressure of 180-209mmHg, 
were tinnitus, numbness, trembling, palpitation, insomnia, and constipation.

These symptoms increased in the group with 180-209mmHg because the persons in this 

group were in the period when the blood pressure fluctuates sharply while it dropped with 
the group with over 210mmHg as their blood pressure was stabilized.

6. It was found the disease and sex difference were two important factors for causing 
subjective symptoms.


